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研究成果の概要（和文）： 高校硬式野球部男子の夏の全国大会である甲子園は、国民的なイベントであり、そ
こには様々なジェンダー的事例が集積している。「甲子園」においてさまざまな役割を担ってきた女子生徒に関
する歴史をジェンダー視点から研究した。具体的には、時代や地域ごとの事例収集を行い、女子応援団員、女子
マネージャー、セレモニー要員（開会式のプラカード・ガールやコーラス・ガールなど）の生成発展の様相を明
らかにした。さらに、各事例についての検討を行い、戦後の中等教育現場で駆動してきた、女子を周縁化するメ
カニズムの一端を明らかにした。

研究成果の概要（英文）：Koshien”, a national baseball tournament for high school boys, is a 
national event. Various gender cases are accumulated there. I studied the history of girls who have 
played various roles in "Koshien" from a gender perspective. Specifically, I collected case studies 
by age and region, and clarified the development of female cheering members, female managers, 
ceremony personnel (such as placard girls and chorus girls at the opening ceremony). In addition, I 
examined each case and clarified one part of the mechanism for peripheralizing girls that has been 
driven in the post-war secondary education.

研究分野：日本近現代女性史
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　本研究の学術的意義は、「甲子園」大会の歴史を通じて、若年層でジェンダー秩序が再生産されるメカニズム
を明らかにしたことにある。「甲子園」の持つ（1）教育事業としての規範性の強さ（2）メディア・イベントと
しての巨大さ（3）創設以来100年余りという期間の長さという性格ゆえに、本研究の成果は単なるケース・スタ
ディに留まらず、そのメカニズムを無効化するための具体的な方策へと発展していく可能性を秘めている。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１． 研究開始当初の背景 

 
ジェンダー研究は、男女を「戦う性／それを支える性」として階層化し、さらに女を「母性／

エロティックな性」とに分断することによって維持される近代国家の統治システムを明らかにし

てきた。春夏に甲子園球場で行われる高校硬式野球部全国大会（以下「甲子園」）は、このシス

テムのより本質的な解明のために有益な視座を提供する。 

まず、戦いの中心に男子を据え、戦いの周辺に、男子を母性的にケアする女子とエロティック

な服装と身振りでチアする女子を別個に配置し、戦う女子を外部に排除する「甲子園」は、まさ

に上記のジェンダー・システムの縮図である。さらに、創設から100年女子応援団登場から70年

という「甲子園」史の長さは、高等学校という均質集団を通史的に観察することを可能にする。

加えて「甲子園」は、通常の高校生スポーツ大会のスケールを超えた巨大メディア・イベントで

あり、かつ映画や漫画などのサブカルチャー領域における一大ジャンルを形成しているため、こ

こで醸成された価値観は、社会に大きな影響を及ぼしている。ゆえに「甲子園」研究は、単なる

ケース・スタディに留まらず、当該社会における普遍的な価値観の検討に直結する。 

 
２．研究の目的 
男子のスポーツ大会の中で醸成されてきた女子役割の検討を通じて、日本近現代におけるジェ

ンダー統治システムのメカニズムの解明を目指す。 

 
３．研究の方法 
 

まず、母性的なケア役割を担う女子マネージャー、身体的な魅力で応援を担う女子チアリーダ

ー、「甲子園」大会のセレモニーで様々なポジションに登用されてきた女子学生たち、戦前の女

学校で行われてきた野球活動に関する、各時代各地域の個別具体例を収集した。主に、関係機関

所蔵の一次資料の調査、各地域中核図書館所蔵の地方紙、関係者の聞き取り調査、大衆雑誌等の

文献調査、映像視聴等を用いた。 

さらに、集積した具体例について、同時代の社会政治状況と照合しつつ、ジェンダー視点から

の検討を加えた。 

 

４．研究成果 

本研究は、各事例の検討を通じて、「甲子園」という、中等教育事業にして国民的メディア・

イベントの内部で駆動してきた、男子を中心化し女子を周縁化するジェンダーのメカニズムを

明らかにした。 

そこには、明治以来の「良妻賢母」的な女子教育理念、芸能界とメディアが仕掛けた若年女

子の「性の商品化」、さらには戦後の共学化によって新たな男女関係に置かれた女子たちが選択

してきた生存戦略が重層的に絡み合っていた。また本研究では、さらにそのメカニズムが、帝

国主義的戦争体制、占領軍主導による民主主義教育、学生運動への教育関係者たちの警戒、少

子高齢化にともなう女性活用政策といった政治社会状況と密接な関わりをもって生成発展して

きた経緯を確認した。加えて、女子生徒自身が、「母性」や「エロティシズム」等のジェンダー

化された「特性」を武器に、「甲子園」の固定的ジェンダーを内破しつつある現状についても分

析を加えた。 

現在、研究成果をもとにした書籍を準備中である。 
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